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御前崎市学校再編についての広聴会

御前崎市教育委員会

１ 開会
２ 教育長あいさつ
３ 御前崎市学校再編について

• 御前崎市の現状について
• 検討委員会での意見について

４ 御質問、御意見
５ 閉会

令和4年
① 6月18日（土）
② 6月24日（金）
③ 7月 9日（土）

池新田地区センター
御前崎市文化会館
御前崎市文化会館

問い合わせ先 御前崎市教育委員会事務局（教育総務課）
電話 0537-29-8733 ／ FAX 0537-29-8736
メールアドレス kyosomu@city.omaezaki.shizuoka.jp

mailto:kyosomu@city.omaezaki.shizuoka.jp


この広聴会の目的

〇 本市の小中学校の課題
・牧之原市の学校再編に伴う御前崎中の運営
・児童生徒数の減少と学校施設の老朽化

〇 現状の説明

〇 学校再編検討委員会での意見の紹介

〇 皆さんからの御質問・御意見

課題と現状の共有
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御前崎市学区図
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御前崎市学校統合の歴史

※学校組合とは・・・２つ以上の市町村が教育事務を共同処理するために設けられている特別の行政組織。



牧之原市の学校再編計画
『未来の子どもたちのための新しい学校づくり計画』より内容抜粋

再編する学校区

≪現在≫ ≪新≫ 1学年3学級以上の規模

現在、御前崎中学校に通う地頭方地区の生徒は、
相良地域の義務教育学校に通う

• 榛原中学校
• 川崎小学校
• 勝間田小学校
• 細江小学校
• 坂部小学校

榛原地域の義務教育学校
（小中一貫教育）

（２０３０年度開校目標）

• 相良中学校
• 相良小学校
• 萩間小学校
• 菅山小学校
• 地頭方小学校

相良地域の義務教育学校
（小中一貫教育）

（２０３０年度開校目標）
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義務教育学校とは・・・小学校から中学校までの義務教育９年間
を一貫して行うことができる学校。



市内小学校 児童数等一覧表 （R4.5.1現在）
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〈１学級の人数〉 通常学級 ３５人以下 特別支援学級 ８人以下



市内中学校 生徒数等一覧表 （R4.5.1現在）
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〈学校規模の適正化〉
『公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引』（平成27年文部科学省）

• 法令上学校規模の標準は、学級数により設定されている。小・中学校ともに「12
学級以上18学級以下」
ただし、「特別の事情があるときはこの限りでない」ともあり。



小学校児童数の変遷及びその予測
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中学校生徒数の変遷及びその予測
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（グラフ）小中学校児童生徒数の変遷及びその予測
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H17 H22 H26 H30 R4 R8 R12 R16

合計 1,235 1,083 1,114 920 894 871 658 492
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通学状況について
スクールバス（令和４年度利用者数／対象地区）

浜岡中 （１８名）
新野原、朝比奈原、比木原（※R４該当者なし）

浜岡東小 （２５名）
比木原、上比木

浜岡北小 （４４名）
新野原、朝比奈原、新野有ケ谷
ただし、１、２年生のみ 新野上組、上朝比奈

通学定期バス（令和４年度利用者数／対象地区）

第一小 （４５名）
合戸
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通学状況について

徒歩通学者

小学校の徒歩通学の最長距離と時間（片道）

学校名 通学距離 所要時間

第一小 4.0㎞ 50分

浜岡東小 3.3㎞ 50分

浜岡北小 4.1㎞ 50～60分

御前崎小 1.2㎞ 25分

白羽小 3.0㎞ 35分

〈学校の適正配置（通学条件）〉
『公立小学校・中学校の適正規
模・適正配置等に関する手引』
（平成27年文部科学省）
通学距離
• 小学校で４㎞以内、中学校

で６㎞以内
通学時間
• おおむね１時間以内

ただし、「地域の実情や児童生
徒の実態に応じて対応する」と
もあり。
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通学状況について

自転車通学者 （対象者 中学生）
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学校名 対象距離 自転車通学者数

浜岡中 通学距離２㎞以上 281名
御前崎中 通学距離２㎞以上 267名

通学方法の割合

第一小 浜岡東小 浜岡北小 御前崎小 白羽小 浜岡中 御前崎中

徒歩 92.8％ 91.6％ 72.7％ 100％ 100％ 45.2％ 23.3％
バス 7.2％ 8.4％ 27.3％ 0％ 0％ 3.3％ 0％
自転車 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 51.5％ 76.7％
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学校施設の状況
小学校

第一小

南棟 42年 ★◆1999

北棟 32年

体育館 43年

浜岡東小

南棟 46年 ◆1995

北棟 46年 ◆1995

体育館 44年

浜岡北小

南棟 43年 ★◆1995

北棟 43年 ★◆1995

体育館 42年

学校名 建物と経過年数 備考

御前崎小

西棟 40年 ★◆2013

東棟 16年

体育館 22年

白羽小

北棟 41年 ★◆2013

南棟 18年

体育館 20年

学校名 建物と経過年数 備考

★地震補強 ◆大規模改修
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学校施設の状況
中学校

浜岡中
校舎棟 1年

体育館 37年 ◆2001

御前崎中

南棟 49年 ★1984

北棟 49年 ★1984

体育館 13年

格技場 37年

学校名 建物と経過年数 備考

★地震補強 ◆大規模改修
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御前崎市学校再編検討スケジュール

時期 会議

令和3年9月～令和4年3月 第1回～第4回検討委員会

令和4年6月～7月 学校再編についての広聴会（3回実施）

令和4年7月 教育委員会への学校再編についての広聴会の内容報告

令和4年8月～10月 教育委員会素案作成

令和4年10月 第5回検討委員会 （計画素案についての報告）

令和4年12月 議会への報告 （計画素案の内容報告）

令和5年1月～2月 パブリックコメントの実施

令和5年2月～3月 議会への報告 （計画案の内容報告）

令和5年3月 市再編計画策定

※令和4年6月現在のスケジュール（案）であり、変更になる場合もあります



第１回検討委員会

学区／学校の歴史／学校施設状況／通学状況
学齢人口の変化／現在の生徒児童数
小中学校の概要について
牧之原市の学校再編計画について

検討委員会の趣旨説明

御前崎市の学校の現状について説明

教育環境をとりまく現状と今後について

常葉大学 堀井啓幸教授
静岡大学 武井敦史教授
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第２回検討委員会
１学校のクラス数 １クラスの人数について

• １人１人に声を掛けられる、１人１人発表もきちんとできるという点
で、20人くらいがよいのではないか

• 理想は30名前後だと思う

• クラス替えのできる複数学級は、子供のリフレッシュや学校経営
の面で必要だと思う

• 学校全体で120人を切ったとき（１学年20人）は学校再編を考える
時ではないか

• 人数が少ないクラス、学校で育って、人数が多い学校に進学する
ことに不安を感じる

• 少人数で丁寧な指導をすることと、グループ学習で一定数以上の
クラス編成を確保することの必要性の両面があるのではないか

• 人数の話は難しいが、存在する子供と存在する先生でどういう教
育ができるかが重要だと思う
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第３回検討委員会
望ましい通学時間・学区の考え方について

• 現状を踏まえて30分くらいが妥当ではないか
学区編成については、子供が減っていることは認識しているので、
いずれかの時点で受け入れるということになるのではないか

• 歩きでも自転車でもバスでも30分以内が理想

• 実際、通学時間は30～40分ではないか。ただ、遠くても車で行けば
５分で着くというならば、保護者送迎の選択肢もありではないか

• 答えはないので、より多くの人が納得できる、全体にとってよい学
区編成、通学時間でよいのではないか
公平性の観点も必要ではないか

• バス通学となると乗り合わせで帰ることになるので、各学年の日課
の調整、終了時間の調整が必要になってくるのではないか
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第４回検討委員会

学校に必要な施設としての機能について

• 学校施設という枠だけでなく、公共施設マネジメントとして考えるべ
きではないか
例えば10年後には人口減少が見込まれているので、学校として
建替えをした施設を地区センターに移行する等

• 配信型ICT学習が行える機器の整備

• 安心のためのセキュリティ面の充実

• 各学校の駐車場

• ICTを学校にも活かしていくことの必要性は感じているが、具体にこ
うというものは、なかなかイメージしにくい

• オープンスクール、コミュニティスクールの重要性

• できるだけ可変性のある施設であるべき
またその場その場で議論している内容の想定寿命を重要視すべきだ

• 部活動の外部委託を目途にした施設管理の変更
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